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マックシールプレス  vol.62 

2 月 8 日（土）「第 12 回石橋循環器カンファレンス」を開催しました。 

当日は地域の開業医の先生方が多数お越し下さり、当院から循環器内科の

土谷医師、⿊住医師が講演を行いました。また特別講演として、帝京大学・

循環器内科教授の上妻 謙浩先生から抗血小板薬 2 剤併用療法（DAPT）と

出血リスクの関係性などについて、豊富な臨床データをもとに貴重なお話を

頂きました。講演終了後も意見交換や質疑が続き、心臓病を抱える患者さん

へのより良い治療方針について、情報共有がなされる場となりました。 

 

近隣の先生方へ当院循環器医師からの症例報告 

帝京大学教授から国内外の臨床データとより安全な治療方針を詳しく解説 

最新の臨床データが公開 

 
地域の先生方と当院の循環器専門医との交流の場としても続けています 

第１２回 石橋循環器カンファレンス開催 

当院土谷医師からの質疑 

当院⿊住医師からの質疑 開業医の先生からも意見交換 



 

   

 

  

   

 

 

 

 

   

 

   

 

 

 

 

 

 

 

  

  

開講してから 5 年目となるマックシールスクールでは、今まで
に約 80 名の修了生が巣立っていきました。そこで 2 月 8 日に
同窓会を開催。修了生 14 名、講師 5 名が参加しました。 

◆マックシールスクール◆ 

おしゃべり情報カフェ（同窓会）を開催しました 

一緒に学びあった懐かしい仲間と再会し、お
互いの近況報告をすることができました。中
には、スクールを卒業され資格を取得した
後、介護施設や病院で活躍されている方や、
新たな資格を取得するために勉強中の方も
おられました。様々な世代から集まってくれ
た修了生同志の話は、お互いの刺激になった
ようで、アンケートには「また開催してくだ
さい！！」と多数の声を頂きました。 
 

介護職員初任者研修・痰吸引研修・実務者研修 

箕面市生活支援サポーター講座・認知症ケアセミナー 



 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 
 
 

 
  

 

 

 

 

  

 

 

  

  

  

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

   

  

 

 

 

マックシールスクール・主要講座の受講料 4 割が 

国から支給されます！！ 

 

Topics１ 

◆支給対象となる方（原則）※詳しくは厚労省ホームページでご確認ください。 

雇用保険の被保険者である方又は被保険者であった方のうち、被保険者 
資格を喪失した日以降、受講開始日までが１年以内の方 
 

マックシールスクールでは大阪府認定資格である介護職員初任者研修をはじめ、
喀痰吸引研修、実務者研修や認知症ケアセミナーを行っています。この度、厚生
労働省が指定する教育訓練給付「特定一般教育訓練」の対象となりました。 
この特定一般教育訓練給付は、平成 30 年６月に「人づくり革命基本構想」などで
「IT スキルなどキャリアアップ効果の高い講座を対象に給付率を２割から４割に
倍増する」とされたことを踏まえ、労働者の速やかな再就職と早期のキャリア形
成に資する教育訓練として新設されたものです。 

 
◆支給対象講座：介護職員初任者研修、喀痰吸引等研修（第２号研修） 

受講生は随時募集していますのでこれから介護力
を高めたい方、資格を身に着けてキャリアアップを
図りたい方など、是非お待ちしています。 
 

お問い合わせ：マックシールスクール 
TEL：072-737-5230 担当：畠山 修了生 

Topics２ 

訪問看護ステーション サテライト豊中北がオープン 
池田市・箕面市だけでなく、豊中市にお住いの方にも、私達マックシールが訪問
看護、訪問リハビリにお邪魔します。自宅で安心した生活が続けられるようお手
伝いしますので、ご要望があれば是非お問い合わせください。 
 豊中市北緑丘 2-1-21-103  TEL：06-6152-5236 

 



みなさんがふだん何気なく飲んでらっしゃるお薬ですが、世に出るまでには色々と苦

労や曲折があるものです。今回はそんなお話の一つをご紹介します。 

 心筋梗塞と脳卒中の予防のために、世界で毎日約 4000 万人に投与され、ペニシリン

と並ぶ奇跡の薬と呼ばれる「スタチン」というお薬があります。この薬の成分を世界で

初めて発見したのは日本の遠藤章（えんどうあきら）という農芸化学者です。三共（現：

第一三共株式会社）の遠藤博士は、1970 年代に六千株ものカビの中からメバスタチン

というコレステロール値を下げる成分を見つけました。 

ところが、実験でメバスタチンをネズミに投与したところコ

レステロール値はちっとも下がりませんでした。会社は開発

中止を決めましたが、諦めきれなかった遠藤博士は、会社の近

くの飲み屋で飲んでいる時、偶然横に座った同僚の実験でニ

ワトリを使い終わって処分する話を聞きました。そのニワト

リにメバスタチンを投与してみたらコレステロール値が大き

く下がったのです。犬でやってみたらこれも下がった。大学の

先生と相談して、大学病院の狭心症で重症の患者さんにメバ

スタチンを投与してみたら、これも劇的にコレステロール値

が下がったのです。これでメバスタチンの研究開発が復活。 
 

でも、また不幸が見舞います。癌の原因になるという噂が広

まり、とうとう開発中止に追い込まれたのです。でも、その

後も辛抱強く研究が続けられ、人間には重篤な副作用なしに

コレステロール値を下げられるということがわかってきま

した。でも、三共は一旦開発中止したのが響いて、世界で初

めてスタチン剤を世に出したのは外国の他の会社でした。三

共が出したのはその 2 年後となりました。ここまで来るに

は⻑い歳月がかかり、苦労の連続でした。遠藤博士はスタチ

ン剤の発見者として、米国の発明家殿堂入りしてその栄誉が

称えられています。 
 

 

 

 

 

 

  

 
  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

お薬に関する相談
はいつでもお声か
け下さい。      

お薬手帳、忘れずに持
ってきて下さいね。お薬
を入れるビニール袋も持
参下されば環境保護に
役⽴ちます。 
 

薬剤科 


